


平成 10年度、本市では「第二次宮崎市総合計画」を策定いたしました。この総合計画では「豊

かな心と創造性をはぐくむ教育文化都市」を基本目標の一つとして、地域性豊かな市民文化の

創造を目指 しております。文化財行政におきましては、文化財の保護 。文化財の活用・伝統的

文化の継承 と活用 :調査研究体制の整備充実という四つの施策に取 り組んでおり、現在進めて

おります生 目古墳群史跡公園整備をはじめとする各事業を進めているところでございます。

本書は、携帯電話の電波基地局建設に伴い平成 10年度に調査を行いました黒太郎遺跡の埋蔵

文化財発掘調査報告書であります。黒太郎遺跡は、市北部南方町の水田地帯にあります。今回、

ここでは弥生時代後期の壷や甕 といった多量の上器や、石包丁・磨製石鏃 。敲石などの石器が

出上 しています。現在のところ、この付近での発掘調査の事例はまだまだ少ないため、今回の

調査がこの地域の古代史解明にむけて貴重な資料を提供することと思います。本書が学術研究

や郷土の歴史研究の一助となれば幸いに存 じます。

最後になりましたが、発掘調査に従事された作業員の皆様、ご協力いただきました関係機関

の方々に心からお礼申し上げます。

平成 12年 3月

宮崎市教育委員会

教育長 内



例 口

黒太郎遺跡の発掘調査報告書である。1.本書は携帯電話電波基地局建設に伴 う、

発掘調査は宮崎市教育委員会が平成 10年 9月 28日 から 11月 14日 までの期間実施 し

た。
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4.本書の執筆は田村・宇田川が行った。

5。 掲載 した図面の実測、製図、図版の作成は鳥枝

分担 して行った。

時任・稲岡・宇田川・椎 。小川 。松永が

6。 現場における写真撮影は鳥枝 。時任・稲岡・宇田川が、

7。 本書の編集は宇田川・久富が行った。

遺物写真撮影は河野が行った。

8.発掘調査により出土 した遺物及び調査における図面 。写真等は宮崎市教育委員会で保管 し

ている。
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調査に至る経緯

平成10年 3月 30日 、株式会 より、携帯電話の電波基地局建設のため、宮崎市南

方町1007番地における埋蔵文化財の有無の照会が、宮崎市文化振興課に提出された。

文化振興課では、開発予定地には弥生時代～中世にかけての水田遺構およびそれに伴 う溝状

遺構が存在する可能があることから、試掘の必要性を関係者に説明し、平成10年 9月 10日 に試

掘調査を行った。その結果、現地表面下約 lmの黄灰色土層より、多量の弥生時代の土器片が

出土 したため、開発に先立ち発掘調査が必要である旨を伝えた。

その後、エヌ・ティ 。ティ九州移動通信網株式会社の委託を受け、開発対象面積825ドのうち

511.75ぜ について、発掘調査を行った。なお、調査期間は平成10年 9月 28日 から11月 14日 まで

である。

第 2節 遺跡の立地と歴史的環境

黒太郎遺跡は、宮崎市の北部、南方町の水田地帯のほぼ中央に存在する。この一帯は、北は

垂水台地から東へ延びる丘陵地に、西は池内から続 く下北方丘陵に囲まれ、垂水台地から流れ

下りた新別府川が池内地区の山問部を抜け、東に流れを変えた部分に広がるほぼ平坦な沖積地

である。

この近辺での発掘調査事例はまだないが、北西約 3 kmの垂水台地には、ナイフ形石器、角錐

状石器など旧石器時代の遺物が出土 した金剛寺原第 1・ 第 2遺跡、縄文時代早期の伊屋ケ谷遺跡、

小原山第 1・ 第 2遺跡が存在する。また、黒太郎遺跡から西へ2.5kmの上北方低地の西の丘陵の

南端部には、浜田耕作 らによって調査 され、縄文時代早期の柏田式 (塞 ノ神式)土器が出土 し

た柏田貝塚が所在する。柏田貝塚から更に南西1.8kmの所には、_同 時期の跡江貝塚が存在する。

黒太郎遺跡から南へ1.6～ 2 km、 下北方丘陵の東南部には、垣下遺跡、宮崎大学茶園遺跡、大

宮中学校校庭遺跡、下郷遺跡が存在する。垣下遺跡では竹製の笙や木製の鍬・炭化米の付着 し

た土器片などが出土 している。宮崎大学茶園遺跡は未調査のため詳細は不明だが、縄文時代後

期と弥生時代中期の土器片が表面採集 されている。

下郷遺跡は市内で初めて本格的に調査 された環濠集落である。環濠は弥生時代前期後葉～中

期前葉に掘 り込まれた内環濠と弥生時代中期末～後期初頭に掘 り込まれた外環濠の 2つ が検出

され、環濠によって強固に防御 された集落からは、住居址 22軒、竪水状遺構 25基、貯蔵水

22基、土坑 31基が検出されている。各遺構から出土 した多量の上器は集落の繁栄を窺わせ、

それらの土器の中でも、鳥や魚を描いたと見られる絵画土器は、特筆すべきものであろう。同

じく環濠集落が見つかった大淀川の対岸、生 目古墳群のある跡江台地上に立地する石ノ迫第 2

遺跡とともに注目を集めるものである。

下北方丘陵は古墳の密集地としても知 られる。丘陵南端部には下北方古墳群があり、前方後
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円墳 4基、円墳 12基、地下式横水墓 9基で構成 される。昭和 50年に宮崎市教育委員会によ

って調査 された下北方地下式横穴第 5号からは、金製垂飾付耳飾や玉類、武具、馬具、鏡など

豊富な副葬品が出上 し、築造年代は 5世紀後半とされている。下北方古墳群南東部、宮崎神宮

内には、全長76.8mの 前方後円墳、船塚古墳が存在 し、墳形から5世紀後半～ 6世紀前半の築

造と思われる。丘陵の中央部、平和が丘団地の辺 りには、 30基の横穴が確認 された池内横穴

群があるが、団地の造成に伴い現在は 4基が残るのみである。また、上北方低地から立ち上が

る丘陵斜面には、上北方横丈群が存在する。表面採集資料のみであるが、須恵器・土師器の不

類や、金箔の耳環がある。さらに跡江台地には、国指定史跡生目古墳群が所在する。古墳時代

前期～後期にかけて築造 された前方後円墳 7基 と円墳 15基が現存 し、現在史跡公園としての

整備に向け、宮崎市教育委員会が調査を行っている。

平安時代になると、黒太郎遺跡一帯は豊前宇佐宮領宮崎荘の一部となり、弘長元 (1261)年

の史料には「宮崎庄内南方奈古名」として登場する。

南北朝時代になると、跡江台地上、石 ノ迫第 2遺跡の南東には跡江城が築かれる。跡江城は

建武 3(1336)年、瓜生野人郎左衛門が南朝に応 じてこの城に抑 り挙兵するが、北朝方の伊東

祐持や土持宣栄に攻められ落城 した。その後は文献から姿を消すが、名残 として現在でも跡江

地区には「城ノ下」という地名が残る。

また同じ頃、下北方丘陵上には宮崎城が築かれ、南朝方の武将図師六郎入道慈円がこの城に

拠って挙兵 したが、やはり土持氏に攻められて落城する。室町時代に入ると、日向は伊東氏・

島津氏の攻防の舞台となり、宮崎城は伊束方の城として継続 した。天文 6(1537)年には伊東

義祐が佐土原城から移住 し一時期居城とするなど、宮崎城は伊東四十人城の一つ として、伊東

氏最盛期の重要な拠点となった。伊東氏衰退後は、島津家の家老上井覚兼の居城となったが、

豊臣秀吉の九州征伐に伴い、延岡藩高橋氏に帰属 した。高橋氏改易後は次の藩主有馬氏へと引

き継がれ、元和元 (1615)年 の一国一城令により宮崎城は廃城となった。

<参考文献>

児玉幸多監修 F日 本城郭大系 16～大分・宮崎・愛媛～』新人物往来社 1980

『下北方地下式横女墓第 5号』宮崎市教育委員会 1977

『金剛寺原第 1遺跡・金剛寺原第 2遺跡』宮崎市毅育委員会 1990

『垣下遺跡』宮崎市教育委員会 1991

『王水第 1遺跡』宮崎市教育委員会 1994

『伊屋ケ谷遺跡・小原山第 1遺跡 。小原山第 2遺跡 。金剛寺原第 2遺跡・阿部 ノ木遺跡』宮崎

市教育委員会 1995

F下郷遺跡』宮崎市孜育委員会 1999

『石ノ迫第 2遺跡d宮崎市教育委員会 1999

「池内横穴群」「上北方横穴群」「船塚古墳」F宮崎県史 史料編 考古 2』 宮崎県史刊行会 1993

『角川 日本地名大辞典 45 宮崎県』 角川書店 1986
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第 1図  黒 太 郎 遺 跡 位 置 図  (1/50,000)
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1.黒太郎遺跡 2.下郷遺跡 3.宮大茶園遺跡 4.垣下遺跡 5。 船塚古墳

6。 大宮中学校校庭遺跡 7.下北方古墳群 8.池内横穴 9.柏田貝塚 10。 上北方横穴群

皿.宮崎城 12.伊屋ケ谷遺跡 13.阿部ノ木遺跡 14.小原山第 1遺跡 15.小原山第 2遺跡

16。 金剛寺原第 1遺跡 17.金剛寺原第 2遺跡 18。 生目古墳群 19.石 ノ迫第 2遺跡

20.跡江城 21.跡江貝塚

第 2図  黒 太 郎 遺 跡 周 辺 図  (1/25,000)





第 2章 調 査 の 成 果

第 1節 調査の概要

黒太郎遺跡は、調査前は周囲を水田とビニールハウスに囲まれる荒蕪地であった。平成 10

年 9月 10日 に行った試掘調査の結果、昭和 30年代前半に行われた耕地整理のため、表土以

下約 lmは客土であったが、客土の下で弥生時代の遺構及び遺物を検出した。

調査は周囲の高 さよりも約 lm下がった状態で行われたため、水はけが悪 く、大雨の後は遺

跡全体が水没 してしまい、溜まった水の汲み出しに 1日 かかるような状況であった。しかも土

の粘性が強いため、雨天後は足を取 られて作業がしづ らく、晴天が続 くと上が硬化 してしまう

という悪条件により、作業が思 うように進まなかった為、予定よりも遅れがちになってしまっ

た。

調査の結果、溝状遺構 6条、周溝状遺構 2条、土坑 9基、ピット84基が検出された。 84

基のピットのうち、調査区中央やや南寄 りで検出された 7基については、もとは 8基のピット

で構成 される掘立柱建物だと思われるが、 8基 目のピットは現場において確認できなかった。

また、それ以外のピットで規則性は見 られなかった。

本遺跡の基本層序は、 I層―表土 (現代の耕作土)・ Ⅱ層―昭和 30年代前半の耕地整理によ

る客土・Ⅲ層―砂質の強い黄色土層・Ⅳ層―砂質が強く、パ ミスを含む黄色土層・V層―粘性の

強い灰色土層・Ⅵ層一粘性の強い黄灰色土層 。Ⅶ層―粘性の強い青灰色土層であり、遺構及び

遺物の検出はⅥ層で行った。
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第 2節 遺構及び遺物について

1・ 溝状遺構について

1号溝状遺構 (第 3図 )

調査区の北西隅から、南東方向にのびる溝で、幅約 0。 8～ 1。 4m、 深 さ約15～ 24cmを 測る。断

面は逆台形を呈 しているが、東に向かって傾斜 しているようである。

遺物は底面より 5～ 25cm浮 いた状態で出土 しているが、量は多くなく、ほとんどが小片とな

った状態で出土 した。

【出土遺物】 (第 5図 )

1・ 2は壷の底部で、ともに平底を呈する。 3は ミニチュアの甕である。いずれも底面より

もやや浮いた状態で出上 した。

2号溝状遺構 (第 3図 )

調査区東壁から西に向かってのびる溝だが、 1号溝状遺構に切られている上、遺構のほとん

どが調査区外にかかるため、遺構の正確な規模は不明である。幅約 0。 7～ 0。 9m、 深 さ約 9 cmを

測 り、断面は逆台形を呈する。

遺物は底面から若千浮いた状態で検出されたものの、量は少なく、ほとんどが破片となった

状態であったため、図示できるものはなかった。

3号溝状遺構 (第 3図 )

調査区を東から西へのびる溝で、幅約1.2～ 1.6m、 深 さ約55cmを 測る。断面はU字形を呈す

るが、底面は南に向かってわずかに傾斜 しているようである。遺物は主に Ia～ Ie層で検出

され、Ⅱ層から出土 した遺物の量は極めて少ないという状況 と、土の堆積状況から、掘 り変え

られているものと思われる。 (第 4図参照 )。

遺物は遺構確認面から底面にわたり、長頸壺をはじめ、壷 。甕が大量に検出された。

【出土遺物】 (第 6・ 7図 )

4～ 10は最大径を口縁部に持つ甕である。 4は口縁部が「く」の次に外反 し、頸部直下に刻

目突帯を持つ。胴部上位が張る。 5は 口縁部が倒 L字形に近い形で外反 し、頸部直下に突帯を

持つ。胴部の張 りは小 さい。 6・ 7は口縁部が「く」の字に外反 し、 8は倒 L字形気味に強く

1号溝状遺構出土遺物実測図  (1/3)第 5図
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(1/4)第 6図  3号清状遺橋出土遺物実測図・
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第 7図  3号溝状遺構出土遺物実測図・ 2 (1/4)



外反する。 7。 8は胴部上位が膨 らんだ後、頸部から口縁部に向かってほぼ垂直にのびる。 8

は頸部直下に刻 目突帯を持つ。 9。 10は底部で、上げ底を呈する。11～ 26は 壺である。11・ 12

はともに長胴の壺である。11は 口縁部を欠くが、口縁部が短 く外反 し、最大径は胴部中位より

やや上にくると思われる。13は長頸壷で、胴部は緩やかに「く」の字に張 り、頸部から口縁部

に向かって者干開く。「免田系」か。14は最大径を胴部中位に持つ長胴の壷で、口縁部は短 く

「く」の字に外反する。肩部に沈線を施す。「瀬戸内系」か。15～ 17はいわゆる鋤先口縁で、

15は 口縁部が緩やかに外反 し、胴部中位に最大径を持つ。頸部直下と胴部中位に突帯を持つ。

16は口縁部が強く外反 し、頸部直下に突帯を持つ。17は 口縁部が緩 く外反する。18は 4条の突

帯を持つ胴部である。接点はないが、17・ 18は 同一個体であると思われる。19は頸部から口縁

部に向かって倒 L字形気味に強 く外反する。20は胴部で、上位に 5条の突帯を持つ。接点はな

いが、19・ 20は 同一個体であると思われる。22は複合口縁壷で、口縁部は「く」の字に強く外

反 し、口縁部上半が短 く内傾する。胴部中位に最大径を持つ。23は底部で、やや上げ底を呈す

る。22・ 23は接点はないが、同一個体であると思われる。24～ 26は平底を呈する。27は鉢で、

口縁部に向かって緩やかに立ち上がる。28は高邦の脚部で透かしを持たず、脚部は緩やかに

「ハ」の字に外反する。

4号清状遺構 (第 3図 )

調査区を東から西へとのび、調査区西壁手前で約 70度の角度をもって調査区北東隅に向か

ってのびる溝である。 3号溝状遺構との合流点で切 り合 うが、先後関係は確認できなかった。

幅約4.8～ 6.Omの 大型の溝状遺構で、深 さは約70cmを 測る。

遺物は東西方向にのびる方で多量に検出され、北東方向へ曲がってからの遺物の量は少なか

った。また、東西方向にのびる方においても、底面から約15～ 60cm浮 いた状態で多量に確認 さ

れているものの、底面に近 くなるほど減少 したことから、ほとんどの遺物は流れ込みの可能性

が高い。甕・壷・高邦の脚部 。紡錘車・磨製石鏃が出土 している。

【出土遺物】 (第 8図 )

29は壷である。頸部と口縁内部に突帯を持つ。30・ 31は甕で、やや上げ底を呈 し、緩やかに

外反 して立ち上がる。32～ 35は壺である。32は胴部中位に最大径を持ち、口縁部は緩やかに外

反する。球形の胴部を呈する。33・ 34は わずかに上げ底を呈する。35は平底である。36は平底

の鉢である。37は高界の脚部で、脚部と邪部が緩やかに外反する他は、ほぼ垂直に立ち上がる。

謎 は紡錘車である。土製で、胎土には雲母と砂粒を多く含む。ほぼ完形で、直径4.8cm、 厚さ1。 1

cm、 孔径0.8cm、 重量23.5gを測る。邑9,40は磨製石鏃である。39が平基式の磨製石鏃で粘板岩

製、40が 凹基式の磨製石鏃で頁岩製である。いずれの遺物 も底面から30～ 60cm浮 いた状態で出

土 した。

5号溝状遺構 (第 3図 )

調査区南寄 りで検出された、東西方向へのびる溝で、幅約1.0～ 2.Om、 深 さ約18～ 50cmを 測

-11-



｀

口 。

―

(3こ )一

こ
=正

三Σ]こ正三⊃38

―＼ |

_^叶

９

　

　

　

　

　

　

　

　

０

３

　

　

　

　

　

　

　

　

４

３２
　

韻

　
ヽ

〕

Cm

第 8図  4号 溝状遺構・ 6号溝状遺構出土遺物実測図  (1/3)

-12-



る。断面はU字形を呈するが、底面は若干南に向かって傾斜する。調査は埋土と深 さを確認す

るため、溝を我ち割る形で トレンチを 2本入れるにとどめたが、調査区西壁際に入れた トレン

チで確認 した溝底よりも、そこから約4.2m西に入れた トレンチで確認 された溝底の方が若干深

いことから、溝は東から西へ向かって流れていたものと考えられる。埋土が青色粘土層であり、

他の遺構と全 く異なること、同じく青色粘土を埋土 とするピットがほぼ等間隔に並んでいるこ

と、木製の杭のようなものが打たれたままの状態で見つかったことなどから、近代以降の溝で

あると思われる。遺物は出上 していない。

6号溝状遺構 (第 3図 )

調査区東壁から南西方向に向かってのびる溝である。幅約1.0～ 1,7m、 深 さ約 6 cmを測る。

8号土坑と切 り合っているほか、ピットに切 られている。

遺物は弥生土器の小片が、底からやや浮いた状態で多量に出上 しているが、接合可能であっ

たものは非常に少なかった。

【出土遺物】 (第 8図 )

41は甕である。充実した底部を呈し、底部から胴部に向かって緩やかに外反する。42・ 43は

壺である。42は胴部中位に最大径を持ち、日縁部は「く」の字に強く外反する。43は胴部中位

よりやや上に最大径を持ち、口縁部が短く外反する長胴の壺だと思われる。

2・ 周溝状遺構について

1号周清状遺構 (第 9図 )

調査区北壁で検出されたものである。遺構の半分近くが調査区外にかかり、正確な規模は不

明であるが、隅丸方形のプランを呈するものだと思われる。深さは20～ 40cmを 浪1る 。ところど

ころに残るテラスなどから、掘り変えられている可能性がある。

遺物は底面から約 5～ 20cm浮 いた状態で高邪の脚部や甕 。壷 L石包丁が出土しており、底面

からは甕・壷が出土している。

【出土遺物】 (第 10図 )

44～ 49は甕である。44・ 45は 口縁部が緩やかに外反し、胴部直下に突帯を持つ。44は胴部上

位に最大径を持つ。46は底部の一部を欠くが、やや上げ底を呈すると思われる。47は球形を呈

する胴部、48は底部である。49は上げ底を呈する。50は平底の壺である。51は脚台付鉢で、脚

部は「ハ」の字に大きく開き、口縁部は倒 L字形に外反する。52は高lTXの 脚部で、緩やかに

「ハ」の字に開き、端部が若千上方に立ち上がる。54は頁岩製の石包丁で、出土時にわずかに

刃部を欠いたが、完形である。 1号周溝状遺構検出時に出上したもので、底部から約20cm浮 い

た状態で出土した。 6つ の穿孔が見られるが、紐擦れの痕のようなものが見られるのは 1つ だ

けで、残りの 5つ の穴については用途不明と言わぎるを得ない。単なる装飾、もしくは五穀豊

穣といった、祭祀的要素を含む可能性もある。
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第 9図  1号 周溝状遺構実測図  (1/50)

2号周溝状遺構 (第 11図 )

調査区ほぼ中央東寄 りで検出された。 3号土坑及び 6号土坑と切 り合う。溝幅約20cm、 深さ

約 6～ 14cmを 測 り、平面形は2.7m× 2.2mの 方形を呈する。遺物は理土中から、弥生土器の破

片がわずかに出上 しているのみである。

3・ 土坑について

1号土坑 (第 3図 )

調査区北側の東壁で検出された。遺構の一部が調査区外にかかり、 1号溝状遺構に切 られて

いる。2.lm× 1.2mの 長楕円形の平面を呈 し、深 さは約24cmを測る。
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第 11図  2号 周溝状遺構実測図  (1/50)

遺物は床面からわずかに

浮いた状態で壷の底部が出

上したほか、埋土中から弥

生1土器の小片が出土してい

る。

【出土遺物】 (第 4図 )

55は平底を呈するこの底

部である。

2号上坑 (第 3図 )

調査区ほ1ゴ中央西寄りで

検出された。径約0.6mの

円形を呈 し、深さは約 7 cm

を測る。ピット1基 と切り

合う。遺物は埋土中から、

弥生土器の破片がわずかに

出土したのみである。

3号土抗 (第 3図 )

調査区ほぼ中央東寄りで検出された。3.5mЖ l.5‐車の長楕円形のプランを呈し、深きは約18cm

を測る。遺構の西側で更に約 6 cln下がるため、他の遺構との切り合いも考えられるが、現場に

おいては確認できなかった。

遺物は埋土中から、弥生土器の小片が出土したほか、底面からやや浮いた状態で敲石・凹石

が、底面直上で弥生土器がわずかに出上している。

【出上遺物】 (第 14図 )

56は敲石、57は凹石である。ともに砂岩製―で、底面から25cnほ ど浮いた状態で出土した。

4号土坑 (第 3図 )

3号土坑の東側で確認され、 5号土坑を切る。1.Om XO.6mの 長楕円形のプランを呈し、深

さは約 9 cmを測る
.。 遺物は出土していない。

5号土坑 (第 3図 )

4号土坑の東側で確認された。 4号土坑に切られている。遺構の半分近くが調査区外にかか

るため、遺構の正確な規模は不明だが、1.-2m XO,5取 の長楕円形のプランを呈するものと思わ

れる。深さは約1lcmを測る。遺物は出土していない。

0       1m

―
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6号土坑 (第 3図 )

5号土坑の南側で検出された。 2号周溝状遺構と切 り合うが、先後関係は確認できなかった。

遺構の一部が調査区外にかかるため、遺構の正確な規模は不明だが、径1.5mの 円形か、1.5m

×0。 8m以上の長楕円形のプランを呈するものと思われる。深 さは 4 cmを 測る。ピット6基 と切

り合 うが、遺構との関係は不明である。遺物は弥生土器の破片が、埋土中からわずかに出土 し

ているだけである。

7号土坑 (第 3図 )

6号土坑の南側で検出された。遺構の一部が調査区内にかかるため、遺構の正確な規模は不

明だが、径約 0。 5mの 円形か、0。 5m× 0.6m以 上の長楕円形のプランを呈するものと思われる。

深 さは約20cmを測る。遺物は埋土中から、弥生土器の小片がわずかに出土 したのみである。

8号土坑 (第 3図 )

調査区南で検出された。 6号溝状遺構と切り合うが、先後関係は確認できなかった。1.8m×

1.7m以上の不定形のプランを呈する。深 さは12cmを 測る。ピット7基 と切 り合うが、遺構との

関係及び先後関係は確認できなかった。

遺物は底面からやや浮いた状態で弥生土器片が出土 しているが、そのほとんどが小片の状態

で出土 し、接合も難 しい状態であった。

【出土遺物】 (第 14図 )

58は平底の壺の底部である。59は 口唇部とその直下に突帯をもつ甕である。60。 61は器台で、

接点はないが同一個体であると思われる。60は 「ハ」の字に大きく開く口縁部である。61は透

しを持つ裾部で、上段に 1つ、下段に 3つ が現存する。62は打製石鏃である。

9号土坑 (第 3図 )

調査区南、 6号溝状遺構調査中に検出された。遺構の南側が調査区外にかかるため、遺構の

正確な規模は分からないが、0。 6m× 0。 5m以上の長楕円形のプランを呈するものと思われる。

深さは約1lcmを 測る。

遺物は底面直上で弥生土器の小片がわずかに出土 したのみで、図示できるものはなかった。

4。 その他の遺構・ 遺物について (第 3図 )

ビット

ピットは調査区全体で 84基が検出されたが、後述する掘立柱建物と思われる 7基以外には、

規則性が見られなかった。また、P8(径 4 0cm、 深 さ約 4 1cm)か ら頁岩製の磨製石鏃 (63)

と弥生土器の破片が出土 したほかは、 7基のピットで弥生土器の砕片がわずかに出土 しただけ

である。
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掘立柱建物 (第 13図 )

調査区中央よりやや南寄 り、 4号溝状遺構にわずか

にかかる状況で検出された。南東隅の柱水を欠くが、

もとは 2間 (3.05m)× 2間 (2.75m)の掘立柱建物で

あったと推浪Iさ れる。柱水は径13～ 20cm、 深さは7.4～

27.6cmを 測る。柱穴内からは遺物は出土 していない。

一括遺物 (第 12図 )

64は安山岩製の打製石鏃である。65は頁岩製の敲石

である。調査区中央を精査中に出土 したものである。

66は砂岩製の砥石である。67は砂岩製の敲石である。

第 13図  掘立柱建物実測図

(1/80)

試掘調査出土遺物 (第 12図 )

平成 10年 9月 10日 に行った試掘調査の際、調査区北東隅の試掘 トレンチから出土 したも

のである。68は壷の口縁部で、頸部と口縁部内面に突帯を持ち、口縁部は緩やかに外反する。

‐

―

　　（
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第 3章 ま と め

黒太郎遺跡の調査では、溝状遺構 6条、周溝状遺構 2条、土坑 9基、ピット84基、掘立柱建

物が 1軒 と多量の弥生土器が検出された。遺物は石川悦雄氏の編年 (註 1)に よって 3時期に

分類 される。

1期

口縁部直下と口縁部内面に突帯を持つ壺 (29,68)

2期

甕・・・鋤先口縁を呈するもの (15～ 17,19)

壺・・ 。最大径を回縁部に持ち、胴が張 り、突帯を持つ もの (4,8)、 胴が張 らず突帯を持

つもの (5)、 突帯を持たないもの (7)

3期

甕・・ 。最大径を口縁部に持ち、口縁部が緩 く外反 し、直下に突帯を持つ もの (44,45)

壺・・・平底を呈 し、胴部が丸 く張る免田系の長頸壷の様相を呈するが、免田系の特徴であ

る平行沈線文、重弧文を施 さないもの (13)

胴部中位に最大径を持ち、口縁部が短 く外反するもの (11,14)

胴部中位に最大径を持ち、口縁部が「く」の字に強 く外反するもの (22,42)

球形の胴部を持ち、平底を呈するもの (32)

鉢・・・「ハ」の字に開く脚台を持ち、口縁部が倒 L字形に強く外反するもの (51)

高邪・・脚部が「ハ」の字に外反 し、端部が上方に立ち上がるもの (52)

脚部が「ハ」の字に外反するもの (53)

器台・・体部が細 く、口縁部・裾部ともに大きく外反するもの (60,61)

1期 は石川編年の Ic期 (弥生時代前期末葉)に相当する。この時期の遺物はわずかに 2点

にとどまる。68は試掘調査の際、試掘 トレンチ 1か ら出土 したもので、今回の調査区外からの

出土の可能性 もあり、遺構 も不明である。29は 4号溝状遺構からの出上であるが、底面からか

なり浮いた状態での出土であったため、流れ込みの可能性が高い。そのため、この時期に相当

する遺構は今回の調査では確認 されなかった。

2期の遺物は、石川編年Ⅳ期 (弥生時代中期末～後期初頭)に相当する。この時期に相当す

る遺構は 3号溝状遺構である。 3号溝状遺構からは、後述する 3期の遺物 も出土 しているが、

そのほとんどが底面から浮いた状態での出土であったため、それらは流れ込みであると判断 し

た。

3期の遺物は石川編年のV期 (弥生時代後期前葉～後葉)に相当する。この時期に相当する
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遺構は 1号周溝状遺構である。 4号溝状遺構からも、この時期の遺物が出土 しているが、底面

からかなり浮いた状態での出上であり、遺構の時期を決定する資料とはなり得なかった。

本遺跡の出土遺物は、かなり粘性の強い土から出土 しており、遺物の外面・内面ともに、遺

物の取 り上げ時に禁」離 してしまうことがほとんどであったため、調整等は不明なものが多かっ

た。また、調査で出土 した遺物量に対 して、図示できるものが少なかった点においては、同様

の風化のため、接合点がなくなってしまったためであると思われる。そのため、時期を明示で

きる遺構が 3号溝状遺構 と 1号周溝状遺構だけである点は非常に残念である。

黒太郎遺跡周辺は、もともとは現在よりも流れが大きく、蛇行 していた大淀川の氾濫原であ

ると考えられていた。しかし、今回の調査によって、大淀川の氾濫原は黒太郎遺跡よりも南に

存在 し、周辺一帯は微高地であった可能性が高 くなった。

また調査中に、近 くのビニールハウスで仕事をしている方々から、周辺のビニールハウスを

建てる際に土器片が出土 したことや、黒太郎遺跡の北西約0.6kmに ある奈古神社において、壺の

ようなものが完形で出土 したらしい、というような話を伺 うことができた。

また、『日向地誌』の「南方の部」には、「奈古山稜 奈古山ノ絶嶺ニアリ。其形隆然長南

北二十間、幅東西六十七問。其南北両辺ハ円ニシテ大ク中央ハ補低シテ盛マル。恰モ船塚岡ノ

形二似タリ。疑フヘクモナク往古 ノ山稜ニシテ、所謂山岡ノ上二因テ円ク築クモノナリ。然レ

トモ、満山樹木蒻鬱 トシテ外 ヨリ其地勢ヲ認メ難ケレバ、人皆尋常ノ山 トノミ思テ、其山稜タ

ルコ トヲ知ル者鮮ナシ。」という記述が見られ、奈古山に前方後円墳が存在 したことが書かれ

ている。現状では判断しがたいが、奈古神社に古墳が存在すれば、この近くに古墳を築いた人々

の集落が存在する可能性 もある。しかし残念ながら、昭和 30年代の耕地整理により、弥生時

代後期以降の遺構や遺物は検出できなかった。

黒太郎遺跡においては、住居址といった、人々がこの場で生活 していた痕跡となるものが検

出されなかったが、調査区北壁において 1号周溝状遺構が検出されている。周溝状遺構は住居

に伴って検出されることが多いことから、調査区の北側には住居址が存在する可能性 もある。

最後に、下郷遺跡との関係に触れたい。下郷遺跡は黒太郎遺跡の南1.6kmの 所に位置する環濠

集落である (註 2)。 環濠は弥生時代前期後葉～中期前葉に掘 り込まれた内環濠と、弥生時代中

期末～後期初頭に掘 り込まれた外環濠の 2つ が検出されている。下郷遺跡は 4期 に分かれ、下

郷 1・ 2期が内環濠の時期に、下郷 3・ 4期が外環濠の時期に相当するが、下郷 3期が黒太郎

遺跡 2期、下郷 4期が黒太郎遺跡 3期に相当する。時期がほぼ一致することから、下郷遺跡と

黒太郎遺跡の間には、何 らかの関係があったことが窺える。

下郷遺跡においては、下郷 4期 (黒太郎遺跡 3期)に相当する遺構が圧倒的に多く、その時

期が下郷遺跡の全盛期であったと推測できるが、黒太郎遺跡においては 1号周溝状遺構が同時

期に存在する。周溝状遺構は①溝の中に壁を立てる平地式建物、②特定の住居に伴 うものでは

なく、住居群 (建物群)に属するものであると考えられている (岡本1998)こ とから、黒太郎

遺跡 も住居址は検出されていないものの、すぐ近くに住居址が存在する可能性は十分に考えら

れ、今回の調査ではその集落の一部を確認 したものと考えられる。
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黒太郎遺跡においては、時期を特定できる遺構が 2つ しかなく、 2つ とも時期が異なるため、

当遺跡の隆盛期を浪Iる ことは難しい。しかし、黒太郎遺跡 2期に相当する 3号溝状遺構からは、

底面から浮いた状態で免田系の長頸壷 (13)を はじめとして、11。 14。 22と いった 3期の遺物

が出土 している。また、 3号溝状遺構のすぐ北側に 1号周溝状遺構が存在することから、 3号

溝状遺構は、 3期になると溝としての役割を果たさなくなっていくが、集落そのものは 2期で

絶えることなく、 3期 まで存続 したものと思われる。

黒太郎遺跡と下郷遺跡は、地理的な距離もさることながら、その時期までもが一致 しており、

下郷遺跡を拠点とした集団である可能性が高い。出土遺物においても(下郷遺跡 と類似するも

のが少なくなく、交流があったことが窺える。しかし今回の調査のみでは、黒太郎遺跡を含む

集落の規模は測 りきれず、環濠集落を築いた下郷遺跡の集団の支配下にあったものなのか、友

好関係にあった全 く別の集団であるかは分からない。今後の周辺での調査と資料の増加を待ち

たい。

また、下郷遺跡は 4期 (黒太郎遺跡 3期 )を最後に、環濠集落の役 目を失い、集落は移転も

しくは廃絶 してしまったと考えられている。黒太郎遺跡においては、昭和 30年代前半の耕地

整理により、弥生時代後期以降の遺物や遺構は確認できない状態になっており、黒太郎遺跡の

人々が下郷遺跡という後ろ盾を失った後も存続 したのか、下郷遺跡の終焉 とともに、黒太郎遺

跡を含む集落も移転 もしくは廃絶の道を辿ったのかは分からない。

しかし、わずか0。 6kmし か離れていない所に古墳があるという伝承が残っていること、平安時

代には宇佐宮の荘園として歴史に登場することから、どのような形であるかは分からないが、

古墳時代以降も黒太郎遺跡周辺には絶 えず集落が存在 したことが推測できる。

最後になりましたが、開発主であるエヌ 。ティ・ティ九州移動通信網株式会社をはじめとす

る各関係機関の方々、悪天候と悪条件に翻弄 されながらも、手に肉刺を作って一生懸命作業 し

てくださった作業員の皆様、現地での調査および本書の作成にあたり、貴重なご助言をくださ

いました方々へ、この場を借 りて心より感謝申し上げます。

(註 1)石川悦雄  「宮崎平野における弥生土器編年試案―素描 (MkⅡ )」

『宮崎考古』第 9号

(註 2)F下郷遺跡」宮崎市赦育委員会 1999
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出土土器観 察表 1

遺物

番号
出土遺構

種 類

器 種

法 量 (cm) 調 整 色 調
胎  土 備  考

口径 器高 底 径 外  面 内 面 外  面 内 面

1 l号溝状遺構 壺 10.2 風化著しい 風化著しい にぶい橙 にぶい黄橙
砂粒、細砂粒を多
く含む

2 壷 7.5 風化著しい 風化著しい 灰白 灰白 砂粒を多く含む

3 ミニチュア」ヒ君呂 風化著し鷺 ユビオサエ にぶい橙 明褐灰 砂粒を多く含む

4 3号清状遺構 甕 28.5 ハケ、ナデ 風化著しい にぶい橙 にぶい橙
砂粒、細砂粒を多
く含む

刻目突帯

5 甕 25.6 ユビオサエ ナ デ にぶい黄橙 浅黄橙
砂粒、細砂粒を多
く含む 貼付突帯

6 甕 32.0 ハ ケ 風化著 しい にぶい橙 灰白
砂粒、細砂粒を多
く含む

7 甕 29.6 ユビオサエ 風化著しい 褐灰 褐灰 砂粒を多く含む

8 甕 22.5 風化著しい ナデ 灰帽 にぶい橙
砂粒、細砂粒を多
く含む

刻目突帯

9 甕 風化著しい 風化著しい 橙 にぶい橙
砂礫、砂粒を多く
含む

甕 ユビオサエ ユビオサエ にぶい橙 暗灰
砂粒、細砂粒を多
く含む

壺 2.8 ユビオサエ ユビオサエ 橙、褐灰 橙
砂粒、細砂粒を多
く含む

壷 ユビオサエ ユビオサエ 明褐灰 にぶい橙
砂礫、砂粒を多く
含む

長頸壷 風化著 しい 風化著しい 赤褐色 にぶい黄褐
砂粒をやや多めに
含む 免田系

壷 24.3 風化著 しい ハ ケ 灰白 灰白
礫をかなり多く合
む 瀬戸内系か?

重 20.5 風化著しい 風化著しい 橙 明褐灰
砂粒、細砂粒を多
く含む

貼付突帯

壼 21.2 風化著しい 風化著しい 淡黄橙 灰 砂粒を含む 貼付突帯

壷 19.8 ミガキ ? ミガキ ? にぶい黄橙 暗灰 砂粒を含む
18と 同一個
体か ?

壺 ナ デ ミガキ ? にぶい黄橙 黒 砂粒を含む 貼付突帯

壷 19,7 風化著しい 風化著しい 橙 橙 雲母、砂粒を含む
20と 同一個
体か ?

壷 風化著 しい 風化著しい 橙 橙 雲母、砂粒を含む 貼付突帯

壺 風化著 しい ハ ケ にぶい橙 褐灰
砂粒、細砂粒を多
く合む

スス付着

壺 24.8 風化著しい ユビオサエ 橙 暗灰
砂粒、細砂粒を多
く含む

23と 同一個
体か ?

壺 ユビオサエ ハケ ? にぶい橙 暗灰
砂粒、細砂粒を多
く含む

22と 同一個
体か ?

壺 ユビオサエ ユビオサエ にぶい黄橙 暗灰
砂粒、細砂粒を多
く含む

壺 ミガキ ? ユビオサエ 橙 褐灰
砂粒、細砂粒を多
く含む

壺 ミガキ ナ デ にぶい黄橙 黒、灰 4BI砂粒を多く含む

鉢 12.0 ハケ ? ナ デ 灰白 にぶい橙 細砂粒を多く含む

高妍 ミガキ ユビオサエ 淡黄橙 淡黄橙 ヽ
む

粒
含

砂
く

細砂粒を多

4号溝状遺構 壷 29.5 ユビオサエ ナ デ にぶい橙 明帽灰 砂粒を多く含む 貼付突帯

甕 風化著 しい ユビオサエ 淡黄橙 淡黄橙 綱砂粒を多く含む
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出土 土器観 察表 2

遺物

番号
出土遺構

類
　
種

種
　
器

法 量 (cm) 調 整 色 調
胎  土 備  考

口径 器高 底径 外 面 内 面 外 面 内 面

4号溝状遺構 甕 風化著しい 風化著しい 灰白 にぶい橙 砂粒を少 し含む

壺 風化著 しい ナ デ 淡橙 灰 砂粒を含む

壼 風化著 しい 風化著 しい にぶい橙 灰褐
砂粒をやや多めに

含む

壷 7.7 ナ デ ナ デ 灰白 灰白 砂粒を多く含む

一亜 風化著 しい 風化著 しい 橙 橙
雲母、砂粒を多く

含む

鉢 風化著しい 風化著 しい にぶい黄橙 淡黄橙
砂粒、細砂粒を多
く含む

スス付着 ?

高 不 風化著しい 風化著しい 淡橙 にぶい橙
砂粒、細砂粒を多
く含む

紡錘車
雲母、砂粒を多く
含む

(本文参照)

磨製石鏃
(蓼露

計測表
)

磨製石鏃 | 修藷
悧
引

6号溝状遺構 甕 ユビオサエ ユビオサエ 褐 灰 にぶい赤橙 砂礫、砂粒を含む

士霊 17.0 ナ デ
ナデ

ユビオサエ にぶい橙 にぶい橙
砂粒、細砂粒を多
く含む

一Ｉ ユビオサエ ユビオサエ 橙 橙
大型の礫をlヶ 含
む

1号周溝状遺構 甕 40.5 風化著 しい ユビオサエ にぶい橙 にぶい橙
礫をかなり多く含
む

貼付突帯

甕 風化著しい 風化著しい にぶい橙 褐灰
砂粒、細砂粒を多
く含む

貼付突帯

甕 風化著 しい ユ ビオサエ にぶい橙 褐灰
礫をかなり多く含
む

甕 風化著しい 風化著しい にぶい橙 灰白
砂粒、細砂粒を多
く含む

甕 風化著 し� 風化著しい にぶい黄橙 にぶい黄橙
砂粒、細砂粒を多
く含む

甕 ユビオサエ 風化著しい にぶい黄橙 灰 細砂粒を多く含む

壺 風化著 しい ハ ケ 褐 灰 明褐灰 砂礫、砂粒を含む

脚台付鉢 13.1 風化著しい ユビオサエ 淡黄橙 里
〔

砂粒、細砂粒を多
く含む

高 郭 14.8 風化著しい ユビオサエ 淡黄橙 淡黄橙 砂礫を多く含む

器 台 14.2 風化著しい 風化著しい にぶい橙 褐灰
砂粒、細砂粒を多
く含む

(石包丁 )
(壊藷

計測表
)

1号土坑 一霊 風化著しい 風化著しい にぶい赤褐 にぶい赤褐
雲母、砂粒を多く
合む

3号土坑 (敲石 ) (蓼露
計測表

)

(凹石 ) 修藷
制
引

8号土坑 一Ｉ 5.7 風化著しい 風化著 しい 淡黄橙 灰、灰黄 砂粒を多く合む

甕 風化著しい 風化著しい 灰 灰
砂粒、細砂粒を多
く含む

貼付突帯

器台 21.1 風化著 しい 風化著 しい 淡黄橙 にぶい橙 ヽ
む

粒
含

砂
く

細砂粒を多 61と 同一個
体か

-24-

下
|



出土土器観察表 3

自物

番号
出土遺構

種 類

器 種

法 量 (cm) 調 整 色 調
胎  土 備 考

口径 器高 底 径 外 面 内 面 外 面 内 面

8号土坑 器台 17.6 風化著しい 風化著しい 淡黄橙 にぶい橙
砂粒、細砂粒を多
量に含む

透し孔 4個
現存

打製石鏃 塚藷
制
引

8号 ピッ ト 1磨製石鏃 塚語
翻
引

一  括 打製石鏃 修藷
制
引

(敲石 )

(象藷
計測表

)

(砥石 )

(蓼語
計測表

)

(敲石 )

(雲藷
計測表

)

試  掘 壷 29。 4 風化著しい 風化著しい 淡黄橙 にぶい黄橙
砂礫、砂粒を多く
含む

貼付突帯

出土石 器計測表

遺物

番号
出土遺構 器 種 石 材

(cm)

最 大 長

(cm)

最 大 幅

に耐

最 大 厚

(g)

重  量 備  考

4号溝状遺構 磨製石鏃 粘 板 岩 2.41 2.22 0.21 1.55

49c 磨製石鏃 頁 岩 2.2 0.2 1.66

1号周溝状遺構 石包丁 頁 岩 0.45 25.44 6孔

3号 土 坑 敲石 砂 岩 10.2 9.0 680

凹石 砂 岩 12.4 10,1 6.15 1175

8号 土 坑 打製石鏃 安 山 岩 1.6 1.35 0.63

8号 ピッ ト 磨製石鏃 頁 岩 2.0 1,3

括 打製石鏃 安 山 岩 2.0 0。 35 0.62

敲石 頁 岩 53.5

砥石 砂 岩 10。 2 1.38 82.98

敲石 砂 岩 7.7 200.0
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図版 1  黒太郎遺跡全景

図版 2

1号周溝状遺構・ 2号溝状遺構検出状況

図版 3 3号 溝状遺構検出状況及び遺物出土状況 図版 4 3号溝状遺構造物出土状況・ 1



す

■ |

ヽ

図版 5 3号溝状遺構遺物出土状況・ 2

図版 6

3号溝状遺構遺物出土状況 。3
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図版 7  4号 溝状遺構造物出土状況



図版 8  6号 溝状遺構遺物出土状況

図版 9  1号 周溝状遺構完掘状況
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1 図版 10  1号 周清状遺構遺物出土状況



図版 11  1号 周溝状遺構石包丁出土状況

図版 12  2号 周溝状遺構完掘状況

図版 13  黒太郎遺跡完掘状況 。
1
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図版 14  黒太郎遺跡完掘状況・ 2

図版 15  黒太郎遺跡完掘状況・ 3
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図版 16  黒太郎遺跡完掘状況・ 4



出 土 遺 物
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図版 17
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図版 18  出 土 遺 物 (2)
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ふ りが な

所収遺跡名

な

地

ヵ

在

りふ

所

コ  ー  ド 】ヒ 糸章 東 経
調査期 間

調 査 面 積

∬
調査原 因

市町村 遺跡番号

くるたるういせき

黒太郎遺跡

みやざきけん みやざとし

宮崎県宮崎市

南方町字黒太郎

45201

31°

57′

20〃

131°

25′

35〃

19980928

1

19981114

511.75

携帯電話

電波基地局

建設

所収遺跡名 種  別 主な時代 主 な 遺 構 主 な 遺 物 特 記 事 項

黒太郎遺跡 集 落 弥 生
溝状遺構、周溝状遺

構、土坑、ピット群

弥生土器、石包丁、

磨製石鏃、砥石、

凹石




